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「ベ トナム に進 出する申小 企 業 へ の




















































































































　 日本とベ トナムの関係 を簡単に言います




























































































































2005年以降、10年後の今を 「第2次 ベ トナ
ム投資ブーム」と呼んでお ります。
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ています。政府としては、日本も89年ごろ
にやりましたが、ベトナムでは土地の価格を
抑えるためにまず金融の引き締め、預金金利
率を上げたり、国債を無理やり買わせる。要
は余剰資金を引き揚げようということをやっ
ています。また、不動産を買ったときに累進
課税の免税があったのですけど、そのレベル
をどんと引き上げました。例えば1人当たり
20平米以上のものは課税の対象になるとか、
1戸当たり100平米を超えると課税の対象に
なるとか、そのように法律を変えようとして
います。
　そのために今、急激に株価が下がったり、
金利が上昇したりしています。 ドンの金利が
どんどん上がってきまして、定期預金金利は
大体ユ2～13%、公定歩合等々も7～8%に
上がってきています。又、最近の動きとして
ドンが不足 しています。
　本来、 ドンというのは余っていて、昔、私
が95年ぐらいにいた時には、1万 ドンぐら
いだったのが、今、1万6000ドンとドン安
に動いているわけですね。ベ トナムではフロ
ーティング ・ペッグ制を採用していますが、
以前は、徐々に切 り下げていって、これを2
万 ドンぐらいにもっていくというような目標
だったのですが、現在のところ、逆に1万
6000ドンから15,500ドンに上がってきてお
り、 ドンの紙幣がなくなっています。
　 ドンでボーナスを払おうとしても紙幣があ
りません。銀行に行 くと銀行はドルをドンに
替えるのを制限しています。それで仕方ない
のでATMで 下ろしてくるとか、そういうよ
うな笑えないような話が今、やられています。
場合によっては、観光客が ドルをドンに替え
ようと思っても、替えてもらえないというよ
うなことが起 こる可能性があるかと思いま
す。それがちょっと今、新しい話題としては
ございます。
　そういうような、ひずみと問題点と魅力と
いうものを非常に抱えた混沌とした国が、あ
る意味ではベトナムではないか。まさしく発
展 している中で片一方では昭和30年、40年
の農村があり、片一方ではコンピューターと
携帯電話が走っている、いわゆる平成、また
は二千数年の世界が今、渾然としてあるのが
ベ トナムといっていいでしょう。目標として
いるところは、多分中国の沿岸部を目指し、
将来的には中国のようになりたいということ
で動いていると思うのですけれども、今はそ
ういう状況にあります。
　ただ、最後に言わせてもらうのであれば、
中小企業さんにはベ トナムのいいところも悪
いところもある混沌とした状況をじっくり見
ていただいて、いいと思って、しかも必要が
あるようだったら、ぜひベトナムに進出して
ほしいと思います。特に中小企業さんの場合
は、すそ野産業を育てるといった大きな役割
があります。進出されています日系企業さん
も、ベ トナム政府、日本政府も、そしてもち
ろんベ トナムの中小企業も日本の中小企業が
ベ トナムに来て新しい製造業を始めてほしい
と思い、ベ トナムのパー トナーになってくれ
ることを期待しているということをお伝えし
たいと思います。
　ちょっと時間がオーバーしているか分かり
ませんが、そんなところでよろしいでしょう
か。また何かご質問等々ございましたら、こ
ちらの資料に、今日お話しできなかったこと
が書いてありますし、分からない点がありま
したら、今日お渡ししましたこの中に私への
連絡場所が書いてございますので、いつでも
メールなりいただければお答えいたします。
どうもご清聴ありが とうございました。(拍
手)
